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丹波市長 林 時彦    

 

 

丹波市下水道中期ビジョン 2022-2031 の改訂について（諮問） 

 

 

 

丹波市上下水道事業運営審議会の設置に関する条例（令和６年丹波市条例第

14 号）第２条第３号の規定により、丹波市下水道中期ビジョン 2022-2031 の改

訂について、貴審議会に意見を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１ 



 

経  緯 

 

 丹波市では、令和４年３月に策定した「丹波市下水道中期ビジョン 2022-2031」

に基づき、『次世代につなぐ持続可能な下水道』を基本理念として下水道事業を

運営しています。このビジョンの中核をなす「投資・財政計画」は、将来の投資

内容と資金繰りをまとめたものであり、地方公営企業における「経営戦略」とし

て位置付けています。 

 

昨今の社会情勢に目を向けますと、物価高騰や激甚化する自然災害への対応、

人口減少に伴う使用料収入の減少など、経営環境は厳しさを増しています。国の

「経営戦略の策定・改定等に関するガイドライン」においても、こうした情勢変

化を踏まえた定期的な点検および見直し（ローリング）が求められています。 

 

本市においても、計画期間の中間年次である令和８年度を迎え、前期（令和４

年度～令和７年度）における取組の評価を行うとともに、下水道使用料改定の必

要性を検証するツールとして、「投資・財政計画」の時点修正を実施することと

いたしました。 

 

つきましては、市が実施する現行の使用料体系・水準を維持した場合における

「投資・財政計画」の時点修正の妥当性について、貴審議会の意見を求めます。 


